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出典：中川ほか(2018)南西北海道，石狩低地帯におけるテフラ層序学，地質学雑誌
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調査地点
右岸0次谷

オルソ：国土地理院9月11日撮影
標高：国土数値情報（発災前）10mDEM
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日高幌内川 右岸0次谷 オルソ：国土地理院9月11日撮影
標高：国土数値情報（発災前）10mDEM

記載箇所

撮影位置

水平距離 約170m

水平距離：約230m 比高差：80m
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日高幌内川 右岸0次谷

基盤岩

2018.9.13撮影（早川）

火山灰土
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基盤岩

火山灰土

破砕した頁岩
（基盤岩）

Ta-ｃ

黒ボク

Ta-b

黒ボク

20cm

Ta-b

Φ=1～5mm まれに8mm

Φ=0.1～1mm

Ta-c

白～褐色 軽石

破砕した頁岩 角レキ

2018.9.13撮影（早川）

斜面表層の勾配約15～25度
この地域では上位から主にはTa-b, c, d, 
En-a, Spfa-1の層順でテフラが堆積して
いる。本露頭ではTa-ｃの下位に基盤岩が
露出しており、Ta-dより古い火山灰層は本
災害以前に崩壊等で消失したと考えられ、
この地域では数千年単位で崩壊が繰り返
されていると推察される。
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同じ0次谷での研究成果

胆振東部地震前の調査でも勾配が急に
なるほど、古い火山灰が分布しないこと
を示唆している。

出典：柳井(1989)テフロクロノロジーによる北海道中央部山地斜面の年代解析
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調査地点
右岸0次谷

田近ほか2016
研究対象斜面
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出典：田近ほか(2016)成層した降下火砕堆積物からなる地すべり移動体の内部構造と形成
過程：石狩低地東縁、厚幌１遺跡の例
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出典：田近ほか(2016)成層した降下火砕堆積物からなる地すべり移動体の内部構造と形成
過程：石狩低地東縁、厚幌１遺跡の例

2018.9.27撮影早川

2018.9.27撮影早川
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・火山灰層が選択的に崩壊している点が共通して観察され、テフラ内に
風化層がみられるケース、風化した基盤岩の表面がすべり面となって
いるケース、埋没した腐食層が顕著なケースなどが露頭で観察された

・発災前から存在した遷急線を境に斜面に堆積している降下火山灰層
の年代が異なり、本調査の露頭では、 Ta-d（9.0ka)の下位に、直に
基盤岩が露出していたケースもあれば、Ta-ｃ（2.0～2.5ka）の下位に
、直に基盤岩が露出していたケースもあった。

・本調査結果は柳井（1989）や田近ほか（2016）の報告と整合し、数
千年前に複数個所で崩壊が発生していると推察され、その期間を周
期とした現象が、今般、胆振東部地震によって引き起こされた可能性
が高い。

・周辺の崩壊地の詳細な調査により、胆振東部地区における崩壊の発
生の編年を確立することが望まれる。


